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　町議会は、開かれた議会の実現のために、議会のあるべき姿について徹底した議論
を行いながら、皆さんに積極的に情報を発信し、さまざまな取組みや改善を行ってき
ました。
　そして、平成２７年５月、議会基本条例を施行しました。
　町議会は、引き続き、皆さんにとって、より透明で分かりやすい議会活動を目指し、
議会報告会の開催など、議員全員が一丸となって取り組んでいきます。
　今回は、写真を通して、これまでの議会改革の歩みを紹介します。

平成２６年９月
議会中継のインターネット配信
一般質問の状況を多くの人に観てもらうため、
インターネットによる配信を開始しました。

平成２７年５月
議長選挙　所信表明
議会活動の方向性を明確にするとともに、議会の透明
性を確保することで、町民に分かりやすい議長選出を行
うために志願者制とし、所信表明の機会を設けました。

平成２６年１１月
議会基本条例説明会
条例制定に向けた最終段階として素案をも
とに説明会を開催しました。

平成２６年１２月
議会基本条例の制定
二元代表制の一翼を担うものとして、その責務を
認識するとともに、町民の厳粛な信託に応え、とも
に歩む開かれた議会づくりを推進するため条例を
制定し、平成２７年５月から施行しました。
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◆  ふれあいまつりでの議会だよりアンケート（平成２３年度から）
◆  常任委員会での議員間討議（平成２６年６月議会から）
◆  議長・常任委員会委員の任期（１年→２年。平成２７年５月から）
◆  政務活動費（交付の対象と方法を変更。平成２７年５月から）
◆  一般質問　発言・答弁時間（９０分→７０分。平成２７年６月議会から）

その他の議会改革

平成１９年１２月
一般質問 対面による一問一答方式に
議会における議論を活発で実のあるものにするため、
対面による一問一答方式とし、発言・答弁合わせて
９０分以内としました。

平成２５年５月
議会基本条例策定特別委員会を設置
定数、報酬、政務活動費、議会報告会など、議会制度改革や開かれた
議会に関する１５項目について検討する中、特別委員会の名称を変更
し、基本条例の策定に向けて本格的に動き始めました。

平成２２年５月
議会基本条例検討
特別委員会を設置
議会及び議員が果たすべ
き役割を精査し、議会活
動の規範となる条例の制
定に関する調査・研究を
開始しました。

平成２６年３月、１０月
議会報告会の開催
町民の生の声を聞き、意見交
換をする機会を設けるため、
議会報告会を開催しました。
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問□答□

問□答□

問□答□

【
ふ
る
さ
と
納
税
】

町
の
税
収
、町
民
が
他

市
町
村
に
ふ
る
さ
と
納
税
さ

れ
て
い
る
金
額
は
。

平
成
２６
年
度
の
個
人
か

ら
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
総

額
は
３８
万
円
。う
ち
町
民
が

１３
万
円
、町
民
以
外
が
２５
万

円
で
あ
る
。

【
軽
自
動
車
税
】

グ
リ
ー
ン
化
特
例
は
、平

成
２８
年
度
に
限
ら
れ
る
の
か
。

平
成
２９
年
度
以
降
も

制
度
が
継
続
さ
れ
る
か
否

か
、
現
時
点
で
情
報
は
な

い
。国
の
制
度
改
正
の
状
況

を
見
守
っ
て
い
く
。

税
条
例
等

条
例
の
改
正

北保育園建設工事に
４億９千万円
北保育園建設工事に
４億９千万円

６
月
定
例
会
は
、６
月
２
日
か
ら
６
月
２２
日
ま
で
の
２１
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

町
提
出
議
案
は
、税
条
例
等
の
一
部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
８
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、税
条
例
等
の
一
部
改
正
が
賛
成
多
数
、他
の
議
案
は
全
会
一
致
で
可
決
し
、

陳
情
１
件
は「
聞
き
お
く
」こ
と
に
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案
３
件
が
提
出
さ
れ
、２
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
、１
議
案
を
賛
成
少
数

で
否
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、５
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
質
問
し
ま
し
た
。

6月議会で決まった主な内容
○税条例等の一部改正
・ふるさと納税ワンストップサービス特例制度の創設（平成２７年４月１日から）、
軽自動車税のグリーン化特例の導入（平成２８年４月１日から）、マイナンバー法
の施行（平成２８年１月１日から）。

○丹葉地方教育事務協議会規約の変更
・教育委員会は、規約を定めて採択地区協議会を設け、その協議の結果に基
づいて小中学校の教科用図書を採択する。

○役場庁舎に太陽光発電設備、蓄電池、ＬＥＤ照明の設置工事
 3765万円
○中小口、下小口地内の道路用地の測量、購入
 769万円
○北保育園建設工事（第１期）請負契約
 4億8978万円

ふ
る
さ
と
納
税
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
の
創
設
、軽
自
動
車
税
の
グ

リ
ー
ン
化
特
例
の
導
入
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行
に
伴
い
改
め
る
。

議案質疑、総務建設及び
文教福祉の各常任委員会
での主な質疑を掲載します。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）制
度
】

国
で
は
、年
金
番
号
の

漏
え
い
問
題
が
発
生
し
た
。

個
人
番
号
が
、漏
え
い
に
よ
り

不
正
に
使
用
さ
れ
る
場
合
が

あ
る
が
、そ
の
対
策
は
。

町
で
は
、税
情
報
な
ど

内
部
の
み
の
情
報
を
管
理
す

る
基
幹
系
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
介
し
て
外
部
に
つ
な
が

る
情
報
系
の
２
系
統
の
シ
ス

テ
ム
を
使
用
し
、そ
れ
ぞ
れ

に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
を

導
入
し
て
い
る
。

職
員
に
は
、基
幹
系
の
情

報
を
情
報
系
に
移
さ
な
い
よ

う
指
導
し
て
お
り
、シ
ス
テ

ム
外
部
へ
の
デ
ー
タ
の
抜
き

出
し
や
保
存
が
で
き
な
い
よ

う
管
理
し
て
い
る
。現
在
の

と
こ
ろ
、情
報
漏
え
い
は
起

き
て
い
な
い
。
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問□

問□

問□問□

問□

問□

問□

答□問□答□

答□

答□答□

答□

答□

答□

丹
葉
地
方
教
育
事
務
協
議
会
規
約

規
約
の
変
更

はしづくりを通し、命の大切さを（木育研修）

教
科
書
用
図
書
の
採
択

に
つ
い
て
の
今
後
は
。

従
来
ど
お
り
、尾
張
西

部
教
科
用
図
書
採
択
地
区

協
議
会
の
協
議
結
果
を
経
た

後
、町
教
育
委
員
会
と
し
て
、

教
科
用
図
書
を
採
択
す
る
。

教
科
用
図
書
に
副
読
本

は
含
ま
れ
る
か
。

副
読
本
は
含
ま
れ
な
い
。

副
読
本
は
、各
学
校
で
決
定

し
、町
教
育
委
員
会
に
報
告

さ
れ
る
。

教
科
用
図
書
の
採
択
結

果
や
理
由
の
公
表
に
努
力
義

務
が
課
せ
ら
れ
た
。ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

公
表
は
地
区
協
議
会
全

体
の
問
題
で
あ
る
。町
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、地
区
協

議
会
に
対
し
、法
律
の
努
力

義
務
に
沿
う
よ
う
な
働
き
か

け
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
国
民
健
康
保
険
】

今
年
度
、国
の
保
険
者

支
援
金
制
度
が
拡
充
さ
れ
た
。

国
保
税
は
６
月
に
確
定
す
る

が
、補
正
予
算
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。今
後
、制
度
の
拡

充
に
よ
る
国
保
税
の
引
き
下

げ
は
す
る
の
か
。

保
険
者
支
援
金
制
度

は
、保
険
者
で
あ
る
町
に
対
す

る
も
の
で
あ
り
、制
度
拡
大
の

財
源
に
よ
る
国
保
税
の
引
き

下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。

補
正
予
算
は
、国
へ
の
申
請

に
よ
り
額
が
確
定
し
た
段
階

で
対
応
す
る
。

【
太
陽
光
発
電
設
備
工
事
】

二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
費
等
補
助
金
３
７

４
２
万
円
の
内
訳
は
。

役
場
庁
舎
の
太
陽
光
発

電
設
備
、蓄
電
池
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
の
設
置
工
事
に
対
す
る
補

助
金
で
あ
る
。

【
保
育
園
体
験
活
動
】

保
育
園
で
実
施
さ
れ
て

い
る
体
験
活
動
の
意
義
は
。

五
感
で
触
れ
る
、人
に

感
謝
す
る
、愛
情
を
込
め
て

育
て
る
。い
ろ
い
ろ
な
表
現
の

仕
方
が
あ
る
が
、体
験
活
動

を
通
し
て
、子
ど
も
の
心
、生

き
る
力
を
育
て
、生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
だ
と
考
え
る
。

【
木
育
研
修
】

北
保
育
園
の
建
設
に
は
、

木
材
を
使
う
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。当
初
予
算
の
段
階
で

「
木
育
」の
研
修
を
計
画
す
べ

き
だ
っ
た
の
で
は
。

当
初
予
算
で
は
１
回
分

の
研
修
を
計
上
し
て
い
た
が
、

４
月
４
日
、全
保
育
士
を
対

象
と
し
た
研
修
後
、「
木
に
親

し
み
、触
れ
、作
っ
て
遊
ぶ
」木

育
に
対
す
る
機
運
が
高
ま
り
、

町
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
。年

度
当
初
か
ら
間
も
な
い
が
、

補
正
予
算
で
対
応
す
る
。

問□答□
入
札
が
１
社
の
み
と
な

っ
た
要
因
は
。

地
元
業
者
の
事
業
参
加

を
促
す
た
め
、入
札
参
加
資

格
に
、町
内
に
本
・
支
店
又
は
、

江
南
市・犬
山
市・岩
倉
市・扶

桑
町
に
本
店
を
有
す
る
旨
、定

め
た
。参
加
対
象
が
限
ら
れ

た
こ
と
も
あ
る
が
、１
社
と
な

っ
た
要
因
は
分
か
ら
な
い
。

【
体
力
測
定
事
業
】

体
力
測
定
の
実
施
内
容
は
。

体
力
測
定
事
業
は
、平

成
２４
年
度
か
ら
進
め
て
い

る
。今
年
度
は
、主
に
若
い
世

代
を
対
象
と
し
、体
力
測

定
、結
果
説
明
会
、健
康
づ
く

り
講
演
会
と
講
座
を
実
施

す
る
。町
民
の
体
力
づ
く
り

と
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

北
保
育
園
建
設

工
事（
第
１
期
）

請
負
契
約
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船

戸

吉

田

岡酒

井

鈴

木

大

竹

伊

藤

柘

植

齊

木

大

島

丹
羽（
孝
）

宮

田

丹
羽（
勉
）

木

野

倉

知

結

果

議　　　員　　　名

議 　案 　名

税条例等の一部改正
国民的合意のないままに安全保障体制の見直
しを行わないように求める意見書

提出者　吉田　正
安全保障体制の見直しに対し国民の理解が十分
得られるよう審議を尽くすことを求める意見書

提出者　倉知　敏美
地方単独事業に係る国民健康保険の国庫負
担金の減額調整措置の見直しを求める意見書

提出者　柘植　満

議
員
提
出
議
案

×

○

×

×

×

○

×

×

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

可決

否決

可決

可決

6

陳
情

【
陳
情
】

・
憲
法
を
い
か
し
て
働
く
者

の
権
利
を
守
り
、
住
民
生
活

の
向
上
、
核
兵
器
の
な
い
平

和
な
世
界
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
者

　

春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

実
行
委
員
会

　

代
表　

榑
松　

佐
一

（
聞
き
お
く
）

６
月
議
会
に
提
出
さ

れ
た
１
件
の
陳
情
は
、

所
管
の
常
任
委
員
会

で
審
査
し
ま
し
た
。

賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案賛否の分かれた議案 他の７議案は全員賛成で可決

（議長は裁決に加わらないため空白）

○＝賛成
×＝反対

討
論
が
あ
っ
た
4
議
案
の
審
議
結
果
は
左
の
と
お
り
で
す

　

改
正
内
容
に
含
ま
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
は
、そ
の
制
度
自
体
及
び
利
用
目
的

に
多
く
の
問
題
が
あ
る
。町
は
運
用
を
延
期

す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、町
の
法
定
受
託

事
務
と
な
っ
て
お
り
、個
人
番
号
を
活
用
し

た
効
率
的
な
情
報
管
理
や
手
続
き
の
簡
素

化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

賛
成
討
論

吉
田
　
正

伊
藤
　
浩

税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

外
交
・
防
衛
は
国
の
専
決
事
項
で
あ
る
。

国
民
へ
の
説
明
と
国
会
で
の
十
分
な
議
論・

審
議
で
結
論
を
出
し
、自
国
の
平
和
と
安

全
を
守
る
た
め
に
国
際
社
会
と
協
力
し
、

平
和
外
交
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

反
対
討
論

　

戦
闘
地
域
と
非
戦
闘
地
域
の
垣
根
を
な

く
す
こ
と
が
最
大
の
問
題
で
あ
る
。威
嚇
・

武
力
の
行
使
は
憲
法
９
条
に
違
反
す
る
。国

民
の
合
意
な
く
し
て
安
全
保
障
体
制
の
見

直
し
は
で
き
な
い
。

賛
成
討
論

伊
藤
　
浩

吉
田
　
正

国
民
的
合
意
の
な
い
ま
ま
に
安
全

保
障
体
制
の
見
直
し
を
行
わ
な
い

よ
う
に
求
め
る
意
見
書

地
方
単
独
事
業
に
係
る
国
民
健
康

保
険
の
国
庫
負
担
金
の
減
額
調
整

措
置
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

　
「
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、安
全
保

障
体
制
を
見
直
し
て
も
い
い
」と
読
め
て
し

ま
う
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。

反
対
討
論

　

現
状
、国
に
お
い
て
は
説
明
が
不
十
分
で

あ
る
こ
と
か
ら
、「
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
」と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

賛
成
討
論

吉
田
　
正

宮
田
　
和
美

安
全
保
障
体
制
の
見
直
し
に
対
し

国
民
の
理
解
が
十
分
得
ら
れ
る
よ

う
審
議
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

　

国
民
健
康
保
険
の
運
営
の
都
道
府
県
化

は
市
町
村
の
声
が
届
か
な
く
な
り
、加
入
者

の
保
険
税
負
担
が
増
大
す
る
要
因
と
な

る
。以
前
の
よ
う
に
、国
庫
負
担
金
は
４０
％

近
く
ま
で
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、幅
広
い
観
点

か
ら
議
論
す
る
場
を
設
け
、子
ど
も
等
に

係
る
医
療
に
対
す
る
支
援
策
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

賛
成
討
論

吉
田
　
正

柘
植
　
満



5議員が質問町政を問う町政を問う
一
般
質
問町政を問う町政を問う

工場の跡地や周辺の付帯土地など空きスペ
ースの有効活用は
「未来の土地利用検討プロジェクト」が立ち
上がり、５０年後に向けた土地利用の策定に
向けて、検証や検討を重ねていく。

平成２６年３月議会（丹羽　孝）
空地の有効活用を
問

答

町内のアクセス道路の対応は
交通安全などに留意して、国道事務所や江
南警察署と協議していく。

平成２６年６月議会（大島　保憲）

国道４１号　６車線化に伴う対策は
問
答

ど
う
な
っ
た 交通量調査を実施するとともに、交差

点の形状などについて、国道事務所や
江南警察署との協議を継続している。

平成２７年３月にプロジェクトの最終報告
がなされたところであり、土地の有効活
用の具体化策定までには至っていない。

質問者の満足度

がんばれ

土地の有効活用は、
豊かな大口町の基本
である。

伊藤　　浩 　小学校で行政区合同の総合防災訓練は
 　　　　挨拶が飛び交う町づくりを

吉田　　正 　子どもの医療費を高校卒業まで無料に
 　　　　防犯灯の地元負担をなくせ

大島　保憲 　ふるさと納税で産業振興を
 　　　　学共の計画的な改修を

船戸　光夫 　病児保育利用料の全額公費負担を
 　　　　国保税滞納世帯の分割納付の普及を

柘植　　満 　生活困窮者自立支援制度の着実な実施を
 　　　　図書館の学習スペースの整備を

………………………　Ｐ　８

………………………　Ｐ　９

……………………………………　Ｐ１０

……………………………　Ｐ１１

……………………　Ｐ１２

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順）

一
　
般

質
　
問

質問者の満足度

がんばれ
慢性的な渋滞解消
のため、全力投球を。

おおぐち議会だより　No.204
平成  27年8月1日発行7



小学校で行政区合同の
総合防災訓練は
部長 応急手当・消火訓練と考えている

伊
藤
　
浩

一
　
般

質
　
問

防
災
の
知
識
・
技
能
・

意
識
を
高
め
る
た

め
、多
く
の
人
が
参
加
で
き

る
避
難
所
の
小
学
校
で
、行

政
区
合
同
の
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
し
た
ら
ど
う
か
。

総
合
防
災

訓
練
は
、災

害
時
に
地
域
で
活
動
す
る
自

主
防
災
会
の
役
員
の
参
加
が

理
想
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、

内
容
に
つ
い
て
は
、地
域
で
の

活
動
の
主
と
な
る
応
急
手
当

訓
練
や
消
火
訓
練
と
考
え
て

い
る
。

　

地
域
自
治
組
織
は
、小
学

校
区
の
地
域
の
担
い
手
と
し

て
活
動
し
て
お
り
、防
災
が

地
域
の
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
れ
ば
、協
力
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

自
宅
か
ら
避
難
所
ま

で
の
避
難
経
路
は
周

知
さ
れ
て
い
る
か
。避

難
経
路

は
、各
避
難

所
の
避
難
エ
リ
ア
を
定
め
て

い
な
い
こ
と
、町
内
の
集
落

が
点
在
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、指
定
し
て
い
な
い
。

避
難
行
動
要
支
援
者

の
把
握
や
支
援
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

高
齢
者
、

障
が
い
者
、

妊
産
婦
の
一
部
の
方
を
中
心

に
名
簿
で
整
備
し
て
い
る
。

　

今
後
、支
援
を
希
望
す
る

方
と
支
援
を
行
う
地
域
の
方

を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
お

く
な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
を

考
え
て
い
き
た
い
。

相
手
に
よ
い
印
象
を

与
え
る
挨
拶
の
ポ
イ

ン
ト
は
。

笑
顔
で
、元

気
よ
く
、自

分
か
ら
積
極
的
に
挨
拶
を
す

る
こ
と
で
あ
る
。

町
内
全
体
で
、ど
ん

な
試
み
を
す
る
と
、

挨
拶
が
広
ま
る
か
。現

在
実
施

し
て
い
る
、

あ
い
さ
つ
運
動
や
小
学
校
の

下
校
時
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の

取
組
み
を
継
続
し
、挨
拶
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

挨
拶
の
標
語
を
募
集

し
、優
秀
作
品
の
看

板
を
作
成
し
、設
置
し
て
い

た
だ
き
た
い
。挨
拶
が
飛
び

交
う
町
づ
く
り
に
関
す
る
見

解
は
。

挨
拶
は
人
と

の
つ
な
が
り

が
深
ま
り
、地
域
の
活
性
化

や
犯
罪
予
防
、福
祉
面
に
お

い
て
も
効
果
を
発
揮
す
る
。

　

住
み
や
す
い
地
域
社
会
を

構
築
す
る
た
め
、大
人
が
子

ど
も
た
ち
の
よ
き
見
本
と
な

り
、現
在
の
取
組
み
を
、地
道

に
粘
り
強
く
実
践
し
、そ
の

輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

伊
藤 

地
域
協
働
部
長

伊
藤 

伊
藤 

地
域
協
働
部
長

健
康
福
祉
部
長

生
涯
教
育
部
長

教
育
長

生
涯
教
育
部
長

伊藤　浩

挨
拶
が
飛
び
交
う
町
づ
く
り
を

教
育
長 

大
人
が
見
本
と
な
る
こ
と
が
大
切

おおぐち議会だより　No.204
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子
ど
も
の
医
療
費
を
高
校
卒
業
ま
で
無
料
に

参
事 
拡
大
は
困
難
で
あ
る

子
ど
も
の
医
療
費
を

高
校
卒
業
ま
で
無
料

に
で
き
な
い
か
。

現
在
、中

学
卒
業
ま

で
無
料
に
し
て
い
る
。年
間

１
億
３
０
０
０
万
円（
３
万

６
０
０
０
円
／
人
）費
や
し

て
い
る
。事
業
を
継
続
す
る

た
め
に
も
拡
大
は
困
難
で
あ

る
。

拡
大
し
た
場
合
、い

く
ら
か
か
る
の
か
。

年
間
で
、

３
学
年
で

１
５
０
０
万
円
程
度（
１
万

８
０
０
０
円
／
人
）か
か
る

と
試
算
し
て
い
る
。

国
の「
地
域
住
民
生

活
等
緊
急
支
援
の
た

め
の
交
付
金
」も
活
用
す
る

こ
と
は
可
能
で
は
。

単
年
度
の
交

付
金
で
は
、

事
業
の
継
続
は
困
難
で
あ
る
。

こ
の
交
付
金
を
活
用

す
る
と
、国
民
健
康

保
険
に
対
す
る
国
庫
負
担
金

を
減
額
す
る「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」

は
行
わ
れ
な
い
。今
後
も
同

様
の
交
付
金
が
出
て
く
れ
ば

検
討
し
て
ほ
し
い
。

助
成
や
補
助

の
目
的
に
は
、

「
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
」と

「
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
何
か
を
促
進
す
る
も

の
」が
あ
る
。

　

こ
の
事
業
が
前
者
に
当
て

は
ま
る
と
す
れ
ば
、町
の
大

き
な
課
題
と
し
て
何
と
し
て

も
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
い

う
認
識
は
持
て
な
い
。

防
犯
灯
の
地
元
負
担

を
な
く
す
べ
き
。

防
犯
灯
の

維
持
管
理

は
、行
政
区
交
付
金
で
町
が

そ
の
一
部
を
負
担
し
て
い
る
。

現
在
、平
成
２６
年
度
の
区
長

の
代
表
者
６
人
と
交
付
金
の

見
直
し
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
結
論
を
出
し
た
い
。

近
隣
で
は
、犬
山
市
、

扶
桑
町
、小
牧
市
等

で
は
地
元
負
担
を
な
く
し
て

い
る
。

財
源
が
必

要
と
な
る
。

各
区
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

見
直
し
の
方
向
性
を
検
討
中

で
、結
論
が
出
て
い
な
い
。

犬
山
市
や
扶
桑
町
で

は
、防
犯
灯
の
設
置

主
体
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
市
、町

に
な
っ
て
い
る
。

犬
山
市
で

は
、Ｌ
Ｅ
Ｄ

灯
に
変
え
た
際
に
、防
犯
灯

の
所
有
権
を
市
に
移
し
た
と

聞
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
自
治
体
の

事
例
か
ら
す
れ
ば
、

大
口
町
が
負
担
す
る
の
は
当

た
り
前
で
あ
る
。早
急
に
検

討
す
べ
き
。

吉
田

吉
田

総
務
部
長
　

副
町
長

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

吉
田

健
康
福
祉
部
参
事

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

健
康
福
祉
部
参
事

一
　
般

質
　
問

吉
田
　
正

防犯灯の地元負担をなくせ
部長 見直しを検討中

吉田　正

おおぐち議会だより　No.204
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ふるさと納税で産業振興を
部長 地域産業の拡大を目指し、
　  関係者と協議していきたい

大
島
保
憲

一
　
般

質
　
問

大
口
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
状
況
は
。

町
へ
の
ふ
る

さ
と
納
税
額

は
、平
成
２１
、２３
、２４
、２６
年
度

で
計
１
１
４
万
円
。

　

町
か
ら
他
自
治
体
へ
ふ
る

さ
と
納
税
さ
れ
た
人
の
寄
付

額
は
、２１
年
度
か
ら
２７
年
度

ま
で
で
３
千
１
６
７
万
８
５

４
９
円
。

　

こ
の
寄
付
額
に
対
す
る
税

金
の
控
除
額
の
う
ち
、町
民

税
の
減
収
分
は
６
３
７
万
４

４
２
０
円
。

現
在
、町
に
は
返
礼

品
が
な
い
が
。

寄
付
額
と
返

礼
品
を
比
較

し
、損
得
勘
定
で
ふ
る
さ
と

納
税
を
誘
導
す
る
手
法
は
、

制
度
の
趣
旨
か
ら
外
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

納
税
に
対
す
る
返
礼

品
を
本
町
の
特
産
品

か
ら
掘
り
起
し
、地
域
産
業

を
応
援
す
る
等
、ふ
る
さ
と

納
税
の
取
組
み
を
行
っ
た
ら

ど
う
か
。

本
制
度
を
産

業
振
興
策
の

一
つ
と
し
て
返
礼
品
を
用
意

す
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

　

生
産
・
加
工
・
販
売
に
お
け

る
初
期
投
資
へ
の
助
成
制
度

は
、特
産
品
と
し
て
付
加
価

値
を
高
め
る
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
素

材
に
は
、「
か
り
も

り
」「
さ
く
ら
酵
母
の
純
米

酒
お
お
ぐ
ち
」「
六
条
大
麦
」

「
あ
い
ち
の
か
お
り
」
等
が

あ
る
。地
域
産
業
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、商
工
会
や
農

協
等
と
の
連
携
を
密
に
し
、

進
め
ら
れ
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
も

商
工
会
を
通

し
、商
工
業
振
興
事
業
補
助

金
に
よ
っ
て
特
産
品
の
開
発

や
販
路
拡
大
に
つ
い
て
支
援

し
て
き
て
い
る
。

　

今
後
も
、地
域
産
業
と
し

て
継
続
、拡
大
を
目
指
せ
る

よ
う
協
議
し
て
い
き
た
い
。

学
習
等
共
同
利
用
施

設（
学
共
）の
建
設
か

ら
３０
年
以
上
経
っ
た
。施
設

も
、利
用
す
る
町
民
も
高
齢

化
し
、改
修
の
要
望
も
多
く
、

旧
式
の
施
設
も
目
立
つ
。

外
壁
塗
装

や
屋
上
防

水
の
工
事
は
、比
較
的
新
し

い
施
設
を
除
き
順
次
改
修
し

て
き
た
。

　

洋
式
ト
イ
レ
や
ス
ロ
ー
プ

の
設
置
工
事
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
実
施
し
て
い
る
施
設

を
優
先
的
に
進
め
て
き
た
。

改
修
さ
れ
て
き
た
学

共
も
あ
る
が
、手
つ

か
ず
の
も
の
も
あ
る
。町
民

が
使
い
や
す
い
学
共
に
す
る

た
め
、年
次
計
画
を
立
て
、改

修
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

学
共
の
修

繕
計
画
は
、

外
壁
等
の
劣
化
に
伴
う
修
繕
、

内
部
的
な
改
修
の
２
つ
に
分

け
、本
年
度
策
定
す
る
予
定
。

地
域
協
働
部
長

地
域
協
働
部
長

大
島

大
島

大
島

大
島

大
島

大
島

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

大島保憲

学
共
の
計
画
的
な
改
修
を

部
長 

本
年
度
、改
修
計
画
を
策
定
おおぐち議会だより　No.204
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一
　
般

質
　
問

船
戸
光
夫
国保税滞納世帯の分割納付の普及を
参事 収入の状況を個別に聞き取り対応

船戸光夫

母
子
家
庭
の
約
８
割

が
就
労
し
て
お
り
、

平
均
収
入
は
２
２
３
万
円
、

手
取
り
収
入
で
は
１
８
１
万

円
で
あ
る
。児
童
手
当
、児
童

扶
養
手
当
な
ど
の
公
的
支
援

も
、
手
取
り
収
入
が
低
い

方
々
は
、家
計
に
取
り
込
ま

れ
て
し
ま
う
。病
児
保
育
利

用
料
１
時
間
当
た
り
５
０
０

円
、１
日
３
０
０
０
円
の
全
額

を
公
費
負
担
で
き
な
い
か
。

病
児
・
病

後
児
保
育

事
業
は
、子
育
て
し
な
が
ら

働
く
保
護
者
に
対
す
る
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
的
な
性
格

の
も
の
で
、恒
常
的
に
利
用

す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

委
託
料
と
し
て
６
０
０
万

円
の
公
費
負
担
を
し
て
お

り
、利
用
料
に
上
限
を
設
け

て
い
る
。現
段
階
で
利
用
料

を
全
額
負
担
す
る
考
え
は

な
い
。

母
子
父
子
家
庭
に
対

す
る
各
種
制
度
に
、

か
み
合
っ
て
い
な
い
部
分
は

あ
る
。各
家
庭
の
事
情
を
踏

ま
え
た
対
応
が
必
要
で
あ

る
。

　

法
令
に
従
っ
て
や
ら
ざ
る

を
得
な
い
面
が
あ
る
が
、痛

ま
し
い
事
件・事
故
は
起
き
て

ほ
し
く
な
い
と
誰
も
が
願
っ

て
い
る
。こ
れ
に
は
地
域
住

民
、議
員
、行
政
が
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

病
児
保
育
利
用
料
の
全
額
公
費
負
担
を

部
長 
利
用
料
に
上
限
を
設
け
て
い
る

低
所
得
の
方
の
国
保

税
の
滞
納
に
対
す
る

資
格
証
明
書
や
短
期
保
険
証

の
発
行
を
や
め
て
ほ
し
い
。

資
格
証
明

書
は
、１

年
以
上
の
滞
納
が
あ
り
、納

税
相
談
に
応
じ
ず
接
触
が
取

れ
な
い
方
に
対
し
発
行
し
て

い
る
。短
期
保
険
証
は
、納
付

額
や
納
付
状
況
に
よ
り
発
行

し
て
い
る
。

滞
納
世
帯
の
暮
ら
し

ぶ
り
を
き
ち
ん
と
把

握
し
、保
険
税
の
分
割
納
付

の
対
応
を
。

収
入
の
状

況
、家
賃

や
食
費
な
ど
の
家
計
の
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
聞
き
取

り
、短
期
間
で
の
完
納
が
困

難
な
場
合
は
分
割
納
付
で
対

応
し
て
い
る
。

年
収
２
０
０
万
円
以

下
の
子
育
て
世
帯
の

国
保
税
を
１
万
円
引
下
げ
で

き
な
い
か
。

制
度
上
、

所
得
の
少

な
い
方
に
も
保
険
税
を
負
担

し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

平
成
２６
年
度
か
ら
２
年
続
け

て
低
所
得
層
に
対
す
る
保
険

税
の
軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

を
行
っ
て
い
る
。

３０
年
度
か
ら
国
保
運

営
が
都
道
府
県
に
移

行
す
る
法
律
が
成
立
し
た
。

一
般
会
計
か
ら
の
そ
の
他
繰

入
金
や
国
保
の
財
政
調
整
基

金
は
ど
う
な
る
の
か
。

一
般
会
計

か
ら
の
そ

の
他
繰
入
金
の
取
扱
い
は
各

自
治
体
の
判
断
に
任
せ
ら

れ
、国
保
制
度
に
よ
り
禁
止

す
る
考
え
は
国
に
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。

船
戸

船
戸

健
康
福
祉
部
参
事

船
戸

健
康
福
祉
部
参
事

健
康
福
祉
部
参
事

船
戸

健
康
福
祉
部
参
事

船
戸

健
康
福
祉
部
長

町
長
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生活困窮者自立支援制度の着実な実施を
部長 関係機関との連携強化により、
　  早期発見・支援に努める

柘
植
　
満

一
　
般

質
　
問

町
の
取
組
み
状
況
は
。

町
に
は
福

祉
事
務
所

が
な
い
た
め
、県
尾
張
福
祉

相
談
セ
ン
タ
ー
が
実
施
主
体

と
な
る
。県
支
援
員
が
月
４

回
、健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

現
在
、７
人
が
相
談
を
受
け
、

う
ち
２
人
が
住
居
確
保
給
付

金
を
受
け
、就
労
に
つ
な
が
っ

た
。

地
域
の
関
係
機
関
や

部
署
と
の
連
携
体
制

を
構
築
し
、早
期
発
見
、早
期

支
援
が
必
要
で
は
。役

場
の
関

係
各
課
、ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、民
生
委
員
・
児

童
委
員
と
の
連
携
を
強
化
し
、

県
尾
張
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

の
支
援
調
整
会
議
に
参
加
し
、

早
期
発
見
、早
期
支
援
に
努

め
て
い
き
た
い
。

「
子
ど
も
の
貧
困
」

と
関
わ
る
、ひ
と
り

親
家
庭
の
所
得
や
資
産
の
格

差
解
消
に
向
け
た
取
組
み
が

必
要
で
は
。

県
で
は
、無

料
職
業
紹

介
、養
育
費
の
相
談
な
ど
の

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
他
、

資
格
取
得
の
た
め
の
各
種
講

座
や
各
種
学
校
で
修
業
す
る

際
の
給
付
金
制
度
を
実
施
し

て
い
る
。

　

町
で
は
、所
得
制
限
が
あ

る
が
、１８
歳
以
下
の
児
童
と

そ
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る

親
に
対
し
、医
療
費
の
自
己

負
担
額
を
助
成
し
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
で
は
、子
ど

も
の
学
習
支
援
が
自
治
体
の

任
意
事
業
に
組
み
込
ま
れ
た
。

町
の
取
組
み
は
。

町
の
規
模

に
合
っ
た

制
度
を
研
究
し
、教
員
Ｏ
Ｂ

又
は
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
も
相
談
し
な
が
ら
、無

料
塾
開
設
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

耐
震
整
備
さ
れ
て
き

れ
い
に
な
り
、利
用

し
や
す
く
な
っ
た
が
、学
習
ス

ペ
ー
ス
は
部
屋
が
な
く
、空
い

た
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。整
備
し
て

は
ど
う
か
。

図
書
館
に

は
面
積
的

な
制
約
が
あ
り
、テ
ス
ト
週
間

な
ど
、一
時
的
に
多
く
の
方

が
利
用
す
る
際
は
席
数
が
足

り
ず
、迷
惑
を
か
け
て
い
る
。

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
有
効

活
用
し
て
お
り
、今
以
上
の

整
備
は
難
し
い
。

図
書
館
の
雑
誌
ス
ポ

ン
サ
ー
事
業
の
検
討

を
。

県
内
５４
市

町
村
の
う

ち
１４
市
町
が
ス
ポ
ン
サ
ー
制

度
を
導
入
し
て
い
る
。

　

現
在
、本
の
盗
難
防
止
の

た
め
、館
内
で
利
用
す
る
か

ご
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

か
ご
、貸
出
し
用
の
バ
ッ
グ
製

作
に
も
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
が

利
用
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
る
。

健
康
福
祉
部
長

生
涯
教
育
部
長

生
涯
教
育
部
長

生
涯
教
育
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

柘
植

柘
植

柘
植

柘
植

柘
植

柘
植

柘植　満

図
書
館
の
学
習
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
を

部
長 

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
て

　

  

お
り
、今
以
上
の
整
備
は
難
し
い
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平
成
２6
年
度
政
務
活
動
費
の
使
い
み
ち

　

政
務
活
動
費
と
は
、議
員
が
通
常
の
議
員
活
動
と
は
別
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
ま
た
は

個
人
が
、議
員
と
し
て
の
知
識
向
上
や
見
聞
を
広
め
た
り
、資
質
向
上
を
図
る
た
め
に
交
付

さ
れ
る
調
査
研
究
費
で
す
。

　

活
動
費
は
、年
間
一
人
６
万
円
と
な
っ
て
お
り
、研
究
研
修
費
、調
査
旅
費
、資
料
費
、広

報
費
、事
務
費
な
ど
に
限
定
さ
れ
、収
支
報
告
書
に
は
す
べ
て
の
証
拠
書
類
な
ど
の
写
し
を

添
え
て
報
告
し
、残
金
は
町
に
返
金
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
使
い
み
ち
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

○
大
政
ク
ラ
ブ（
9
人
）

調
査
費　

４８
万
円

視
察
先　

宮
城
県
南
三
陸
町

目　

的　

東
日
本
大
震
災
後
の
南
三
陸
町

の
復
興
に
向
け
た
町
づ
く
り
の

取
組
み

総　

額　

４８
万
円

○
研
政
会（
１
人
）

広
報
費　

２
４
６
２
円

総　

額　

２
４
６
２
円

○
誠
真
ク
ラ
ブ（
２
人
）

研
修
費　

２
万
１
６
０
０
円

場　

所　

大
阪
府
大
阪
市

内　

容　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴

う
条
例
制
定
セ
ミ
ナ
ー

調
査
費　

５
万
５
４
６
０
円

視
察
先　

大
阪
府
吹
田
市
立
千
里
山
・
佐

井
寺
図
書
館

目　

的　

木
造
・
複
合
施
設
の
あ
り
方
と

建
設

総　

額　

７
万
７
０
６
０
円

○
公
明
党（
１
人
）

研
修
費　

２
万
７
８
４
０
円

場　

所　

大
阪
府
大
阪
市

内　

容　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入
に
伴

う
条
例
制
定
セ
ミ
ナ
ー

会
議
費　

１
６
４
０
円

資
料
費　

２
万
６
５
２
４
円

広
報
費　

３
９
９
６
円

総　

額　

６
万
円

○
共
産
党（
２
人
）

調
査
費　

５
万
７
３
５
６
円

視
察
先　

奈
良
県
生
駒
市
、
三
重
県
い
な

べ
市

目　

的　

自
治
体
の
主
導
に
よ
る
介
護
予

防
事
業
の
取
組
み

資
料
費　

１
万
６
８
０
円

広
報
費　

４
万
９
８
８
８
円

総　

額　

１１
万
７
９
２
４
円

政務活動費の交付対象・方法を見直しました
（平成２７年５月から）

①見直しの理由
　政務活動費は、町民の付託に応えるための議員活動に欠かすことのできないものである一方で、公費
であることから、議員は、その執行が適正なものであることを説明する必要があります。
　政務活動費に対する町民の理解を得るとともに、議会に対する信頼をより向上させる観点から見直し
を行いました。

②見直しの概要
【 交 付 対 象 】

【 交 付 方 法 】

【 調 　 　 査 】

【透明性の確保】

「会派」から「議員個人」に見直しました。

「一括前払い方式」から「実費後払い方式」に見直しました。
また、活動を実施した後に報告書等の必要書類を提出し、検査を受けた後、はじめて
受け取ることができるようにしました。

政務活動費の適正な使用を確保し、その使途の透明性を高めるため、議員の責務、
議長の調査権を定めました。

政務活動費の情報を公開する規定を定めました。
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①是々非々
　「公平無私に善いことは
善いとして賛成し、悪いこ
とは悪いとして反対する」
という意味ですが、私もそ
のように物事をとらえて、
行動を心掛けたいと思い
ます。

②私は、この町が大好きです。この町をさらに
「住んでみたい大口町」「住んでよかった大口
町」といわれるような、まちづくりを進めたいと
思ったのが理由です。安全・安心なまちづくり
の推進、子育て世代の支援等を行い、活力ある
まちづくりを目指します。

４月の選挙で、新たに議員となった４人を紹介します。質問項目は、次のとおり。
①好きな言葉とその理由
②議員になろうと思った理由、これから４年間どんなことに力を入れたいか

①日々是好日
　人生はもとより様々な苦
しみや、喜びが伴う中で
生かされていることを大
切に重んじ、この先も多
くの方々との出会いを喜
びにしていきたいです。

②この地で生まれ育ってよかったと思われる元
気な町、そして安全・安心で災害に強い地域
づくり、まちづくりを目指し、皆さま方の声とご
指導をいただき、ふれあいと絆を大切に、努力
を惜しまず、力いっぱい頑張ります。よろしくお
願いいたします。

①謙虚、誠実
　どんな場面においても、
どんな立場になっても人
は謙虚な姿勢、誠実な心
が大切だと思います。そ
れぞれの立場を越え、と
もに目標を持てば必ず良
い結果がついてくると信
じています。
②人にあたたかい町づくりのために頑張ってい
こうと思い、福祉の充実、暮らしの応援、防災
等に取り組み、大口町に住んで良かった、大口
町で子育てができて良かったと感じていただ
けることを目指します。よろしくお願いいたし
ます。

酒井正宗

大竹伸一
おお たけ しん いち

鈴木義彦
すず き よし ひこ

船戸光夫
ふな と おみつ

①正義
　自分の名前にも一字ある
ように、正しい道を、責任
をもって堂々と歩いてい
く。簡単なようで、なかな
か難しい生き方だと思い
ます。

②一人ひとりの小さな言葉に耳を傾け、最善を
尽くして町政にその声を届けていきたいと思
います。併せて、大口町の未来を担う子どもた
ちと、お年寄りの安心・安全を願い、努力してい
きたいので、よろしくお願いいたします。

さか い むねまさ

14
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５
月
２２
日
、新
議
員
４
人

を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、議
会
の

権
限
、議
員
活
動
、議
会
運
営

の
ル
ー
ル
、議
案
審
議
の
他
、

町
予
算
を
始
め
と
す
る
財
政

制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、愛
北
広

域
事
務
組
合
と
江
南
丹
羽
環

境
管
理
組
合
に
お
い
て
事
業

概
要
の
説
明
を
受
け
た
後
、

施
設
内
を
見
学
し
な
が
ら
、

し
尿
や
ご
み
の
処
理
工
程
を

学
び
ま
し
た
。

　

住
民
の
代
表
で

あ
る
議
員
の
役
割

は
重
要
で
、地
域

の
課
題
や
多
様

な
ニ
ー
ズ
へ
の
適

切
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、

議
会
議
員
と
し

て
の
一
層
の
努
力

と
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

新
議
員
研
修
を
実
施
し
ま
し
た愛北広域事務組合

江南丹羽環境管理組合

仮設園舎

仮設園舎内の視察

仮園庭で遊ぶ園児

北保育園仮設園舎を視察
　６月２日、北保育園仮設園舎を調査するため、議員全員で現場を視察しま
した。
　中野保育長から、４月から使えるようになった仮園庭、また、基礎工事に
始まり、柱、屋根、壁、窓と徐々に形作られていく仮設園舎の工事を見守る
園児の様子などについて説明を受けた後、園内を視察しました。
　北保育園の仮設園舎は、６月中旬には建設工事が終わり、本園舎が完成
するまでの２年間、使用する予定です。
　なお、本園舎の工事は２期に分けられ、１期工事は本年７月から平成２８
年３月までを予定しています。
　また、北保育園では、３月から月１回のペースで「北保育園建設だより」を
発行しています。
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手続きは簡単です！
役場3階で住所と名前を書くだけ

9月定例会予定

会議録が閲覧できます
http://www.town.oguchi.aichi.jp
/2741.htm

９月 １日（火）　提案説明
９月 ７日（月）　質疑
９月 ８日（火）　質疑・委員会付託
９月１０日（木）　総務建設常任委員会
９月１４日（月）　文教福祉常任委員会
９月１６日（水）　一般質問
９月１７日（木）　一般質問
９月２５日（金）　討論・採決

表紙の写真
■みんな、笑顔■
　5月20日、北保育園の
遠足で小口城址公園を
見学したあと、北児童セ
ンターへ。パネルシアター
「三びきのやぎのがらが
らどん」を楽しみました。
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取材を終えて
　代表の土田富三子さんに伺いました。ありが
とうございました。日本語ボランティアに興味が
ある方は、ぜひ教室に見学に来てください。

（酒井正宗）

♪　「Ｃｅｒｅｊａ（セレジャ）」とは？

　「Ｃｅｒｅｊａ」はポルトガル語で「さくらんぼ」
の意味です。大口町は桜が有名なので、桜に
ちなんだ名前にしたいと名づけました。
　平成２６年１月から３月まで行われた日本語
ボランティア養成講座に参加したメンバーで
立ち上げました。

♪　活動の様子は？

　健康文化センター２階の町民活動センター
（まかせてルーム）で、毎週土曜日の夜７時から
８時３０分まで、学習者（在住外国籍の方）の
希望に合わせ、日本語学習の支援をしていま
す。お互いが学び合う場として楽しく活動して
います。

♪　１年間の手応えは？

　会話や日本語能力検定試験に向けた学習
の場ですが、参加者の交流の場にもなってい
ます。また、学習者から「自国に帰って通訳の
仕事に就いています」と連絡をもらった時はう
れしかったです。

♪　今後の展望は？

　国籍を問わず、誰もが暮らしやすいまちにす
るため、教室に来た人たちが、積極的に地域活
動に参加したり、多くの方とつながりを持てる
きっかけづくりの場にしていきたいです。地域
の皆さんに応援していただける日本語教室と
して、育っていけたらと思います。
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「Ｃｅｒｅｊａカフェ」の皆さんです。
セレジャ

今回は、日本語ボランティア教室
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